
ナノテクと材料技術

日本ガイシ株式会社
代表取締役　副社長　水谷　尚美

　「ナノテクノロジー」とか「ナノテク」という言葉を聞いてからずいぶん久しい。ご承知

のように、“ナノ”は１０億分の１という意味で、長さなど単位の接頭語に使われている。

つまりナノメートル（ｎｍ）は１０億分の１ｍ、すなわち１ｍｍの１００万分の１の原子

や分子レベルの大きさである。イメージとして、地球の直径を１ｍとすると、１ｎｍは１

円玉の直径にも満たない小ささである。

　２０００年１月、米国のクリントン前大統領が発表した国家ナノテクノロジー戦略（Ｎ

ＮＩ）では、次のように目標や可能性が語られていた。いわく「連邦議会図書館のすべて

の情報が入る角砂糖大のメモリ装置」、「鉄より１０倍強く、鉄より軽い新材料」、「コンピ

ュータの計算速度が１００万倍以上」、「太陽電池のエネルギー効率２倍」等々。それ以来、

科学技術界のみならず企業のナノテクに対する取り組みも活発化してきた。半導体の高

速化やコンパクト化に応えるために微細加工技術が発達してきたが、その延長線上の技

術ではこれ以上の高集積化に限界が見え始め、ナノテクを応用した新技術が待ち望まれ

ている。

　セラミックスの世界ではナノは必ずしも目新しい技術領域でないことは、この分野に

携わる者ならば誰もが知っていることである。昔から材料技術者は電子顕微鏡を覗きこ

みながら、ナノスケールレベルで物質の構造や物性を調べ、原子や分子の配列を観察し

ては新しい材料の開発に繋げてきたのである。また、この研究領域こそ我らがファイン

セラミックスセンターが最も得意とするところでもある。

ただ、一般的なナノテクノロジーの理解は、何かもっと大きな技術のイノベーションを

期待した響きを持っている。ものづくりの世界を見ると、これまでの進歩は微小化技術

の追求であり、大きな物（塊、板、棒）から切ったり削ったり磨いたりして、小さくするこ

とで製品を作り出す技術、いわゆるファインテクノロジーの時代であった。これに対し

ナノテクノロジー時代は、小さな物（原子、分子）を積み木のようにして積み上げること

で製品に仕上げる技術と言える。

　ものづくりで世界的な中枢を目指し、日本経済を支える中部の産業界にとって、ナノ

テクノロジーの実用化は不可欠なこれからの技術領域である。すでに中部では産学官が

連携したナノテク関連プロジェクトで一定の成果を上げてきている。また、産業界、とり

わけものづくりの世界では自動車、材料分野等でナノテク応用製品の開発が進められて

いる。このような動きを加速すべく、中部経済連合会などが中心となり『ナノテクセンタ

ー』の設立構想を提言、その実現に向け動き始めている。この構想では研究開発拠点とし

てファインセラミックスセンターが想定されている。長年培った電子顕微鏡技術を軸と

して、物質・材料の根源を究明する「微構造解析」とシミュレーションによって機能を予

測する「計算材料設計」の両分野を中心に研究開発・試験解析事業を行う。先端研究機関

のネットワーク化とコーディネート機能、ならびに産業界が具体的成果を迅速に出せる

ワンストップ窓口としての人材育成、産業基盤構築への貢献を期待したい。
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○第４１回評議員会

　日　時　平成１８年２月１５日（水）１４：３０～１６：２０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事　１．平成１８年度事業計画、収支予算及び特別会計の閉鎖について
　　　　　２．寄附行為の変更について 
　　　　　３．理事・監事の選任について
　　　　　４．ナノテクセンター(仮称)の設立に向けて

○第４２回理事会

　日　時　平成１８年２月１５日（水）１５：３０～１７：２０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事　１．平成１８年度事業計画、収支予算及び特別会計の閉鎖について
　　　　　２．寄附行為の変更について 
　　　　　３．評議員・顧問・参与の委嘱について
　　　　　４．役付理事の互選について
　　　　　５．ナノテクセンター(仮称)の設立に向けて

基調講演

講演

講演

講演

講演

トピックス

「カーボン系材料のしゅう動部品への応用」

「ＳiＣ分解法カーボンナノチューブ（ＣＮＴ）の紹介」

「耐摩耗部材としてのＣＮＴ／ＳiＣの可能性」

「ＳＰＭによる高密度高配向ＣＮＴ／ＳiＣ複合材の摩擦特性評価」

「高嵩密度カーボンナノチューブの大量合成にむけて」

「ＳiＣ表面分解法によるＣＮＴ膜のフィールドエミッション応用」

東大　加藤　孝久　教授

ＪＦＣＣ　楠　美智子　グループマネージャ

名城大　宇佐美　初彦　助教授

産総研　三宅　晃司　研究員

東海カーボン（株）　山本　元弘　顧問

（株）ノリタケカンパニーリミテド　伊藤　雅章　主事

パネルディスカッション

事業報告事業報告

理事会・評議員会の開催

　２月１５日、第４１回評議員会及び第４２回理事会を開催しました。
　寄附行為の変更、平成１８年度事業計画・収支予算、役員の交代等の議案について承認あるいは同意されました。

カーボンナノチューブ（CNT）フォーラムを開催

　企業、大学のトライボロジー関係者を中心に５０人以上の参加者が、北はつくば、日立から南は九州長崎、小倉から
お集まり頂きCNTフォーラムを開催しました。東大加藤教授の基調講演から始まり、ＳiC表面分解法によるカーボン
ナノチューブ（CNT/SiC）の機械的特性に関する研究結果についての講演が行われました。さらに、講演者をパネラー
としてパネルディスカッションを行いました。司会の名大梅原教授の誘導により、聴講者から多くの意見が出され、こ
の材料の応用の可能性について大変活発な議論が行われ、強い関心が寄せられていることが確認されました。個々の
ご意向を伺うことができ、有益なフォーラムとなりました。
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１．任　　期

平成１８年３月３１日～平成２０年３月３０日

２．役付理事

会　　長（１人）
　瀬　谷　博　道　　　　　旭硝子（株）　相談役

副 会 長（９人）
　豊　田　章一郎　　　　　トヨタ自動車（株）　取締役名誉会長
　因　田　義　男　　　　　名古屋市助役
　金　川　重　信　　　　　日本特殊陶業（株）　代表取締役会長
　川　口　文　夫　　　　　中部電力（株）　代表取締役社長
　柴　田　昌　治　　　　　日本ガイシ（株）　代表取締役会長
　豊　田　芳　年　　　　　（社）中部経済連合会　会長
　長谷川　信　義　　　　　愛知県副知事
　箕　浦　宗　吉　　　　　名古屋商工会議所　会頭
　和　田　龍　幸　　　　　（社）日本経済団体連合会　事務総長

理 事 長（１人）
　野　嶋　　　孝　　　　　中部電力（株）　顧問

専務理事（１人）
　菊　島　一　郎　　　　　（財）ファインセラミックスセンター　専務理事

常務理事（２人）
　種　村　　　榮　　　　　名古屋工業大学　教授
　森　　　雄　八　　　　　（財）ファインセラミックスセンター　常務理事

３．理事（４２人）

　青　木　素　直　　　　　三菱重工業（株）　取締役　技術本部長
　赤　羽　　　昇　　　　　（株）ノリタケカンパニーリミテド　代表取締役社長
　浅　尾　晴　彦　　　　　三菱マテリアル（株）　取締役副社長
　伊　藤　　　東　　　　　電気化学工業（株）　専務取締役
　伊　藤　源　嗣　　　　　石川島播磨重工業（株）　代表取締役社長　最高経営執行責任者
　稲　盛　和　夫　　　　　京セラ（株）　名誉会長
　岩　田　義　文　　　　　イビデン（株）　代表取締役社長
　因　田　義　男　　　　　名古屋市助役
　葛　西　敬　之　　　　　東海旅客鉄道（株）　代表取締役会長
　金　川　重　信　　　　　日本特殊陶業（株）　代表取締役会長
　川　口　文　夫　　　　　中部電力（株）　代表取締役社長
　菊　島　一　郎　　　　　（財）ファインセラミックスセンター　専務理事
　木　下　喜　揚　　　　　（社）中部経済連合会　副会長待遇専務理事
　金　城　直　司　　　　　名古屋市　市民経済局　理事
　栗　山　　　茂　　　　　（財）ファインセラミックスセンター　理事
　小　林　庄一郎　　　　　関西電力（株）　顧問
　佐　々　和　夫　　　　　（株）三菱東京ＵＦＪ銀行　代表取締役専務
　佐々木　光　男　　　　　愛知県中小企業団体中央会　会長

（敬称略・五十音順）

事業報告事業報告

理事・監事・評議員・顧問・参与
名　　簿
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　佐　藤　文　夫　　　　　（株）東芝　相談役
　柴　田　昌　治　　　　　日本ガイシ（株）　代表取締役会長
　清　水　定　彦　　　　　東邦ガス（株）　相談役
　庄　山　悦　彦　　　　　（株）日立製作所　取締役　代表執行役　執行役社長
　白　　　良　一　　　　　（財）電力中央研究所　理事長
　瀬　谷　博　道　　　　　旭硝子（株）　相談役
　高　橋　陽　一　　　　　三重県　総合企画局　理事兼科学技術振興センター所長
　種　村　　　榮　　　　　名古屋工業大学　教授　　　　　　　　　　
　寺　本　敏　夫　　　　　（財）ファインセラミックスセンター　理事
　豊　田　章一郎　　　　　トヨタ自動車（株）　取締役名誉会長
　豊　田　芳　年　　　　　（社）中部経済連合会　会長
　豊　田　良　則　　　　　岐阜県　産業労働部長
　野　嶋　　　孝　　　　　中部電力（株）　顧問
　長谷川　信　義　　　　　愛知県副知事
　平　岩　外　四　　　　　東京電力（株）　顧問
　平　野　眞　一　　　　　名古屋大学　総長
　平　野　　　洋　　　　　愛知県　産業労働部長
　深　谷　紘　一　　　　　（株）デンソー　取締役社長
　松　本　正　義　　　　　住友電気工業（株）　取締役社長
　箕　浦　宗　吉　　　　　名古屋商工会議所　会頭
　三　村　明　夫　　　　　（社）日本鉄鋼連盟　会長
　森　　　雄　八　　　　　（財）ファインセラミックスセンター　常務理事
　渡　辺　捷　昭　　　　　トヨタ自動車（株）　代表取締役社長
　和　田　龍　幸　　　　　（社）日本経済団体連合会　事務総長

４．監事（２人）

　内　村　理　史　　　　　（社）日本ファインセラミックス協会　専務理事
　倉　橋　鷹　輔　　　　　鳴海製陶（株）　代表取締役社長

５．評議員（４７人）

　石　川　茂　樹　　　　　ブラザー工業（株）　取締役常務執行役員　技術部長
　石　原　　　充　　　　　日本軽金属（株）　常務執行役員　化成品事業部長
　井　須　紀　文　　　　　（株）ＩＮＡＸ　総合技術研究所　創造技術研究室　室長
　茨　木　　　晃　　　　　三洋電機（株）　フロンティアデバイス研究所　所長
　漆　畑　広　明　　　　　三菱電機（株）　環境材料エネルギー技術部門統括
　大　沢　茂　樹　　　　　オーエスジー（株）　専務取締役
　大　澤　　　健　　　　　愛知県陶磁器工業協同組合 ファインセラミックス部会 部会長
　太　田　滋　俊　　　　　美濃窯業（株）　取締役社長
　大　橋　茂　夫　　　　　石塚硝子（株）　テクニカルカンパニー　企画部長
　岡　谷　篤　一　　　　　岡谷鋼機（株）　代表取締役社長
　海　原　敏　裕　　　　　豊田通商（株）　事業開発部長
　風　早　清　弘　　　　　日本車輌製造（株）　執行役員　本社技師長・開発本部長
　神　野　信　郎　　　　　中部ガス（株）　代表取締役会長
　神　谷　　　達　　　　　（株）中日新聞社　取締役事業担当
　清　原　正　勝　　　　　東陶機器（株）　総合研究所　基礎研究部　基礎研究部長
　倉　元　信　行　　　　　（株）トクヤマ　取締役　研究開発部門長
　柴　田　光　義　　　　　古河電気工業（株）　研究開発本部　横浜研究所長
　渋　川　哲　郎　　　　　（株）ジェイテクト　執行役員
　志　知　美　昭　　　　　日本高圧電気（株）　取締役
　鈴　木　慈　雄　　　　　東ソー（株）　機能性無機材料部長
　鈴　木　孝　昌　　　　　豊田合成（株）　取締役副社長
　鷹　羽　茂　文　　　　　愛知製鋼（株）　取締役
　田　中　義　政　　　　　日産自動車（株）　総合研究所　第一技術研究所　所長

事業報告事業報告
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６．顧問（７人）

　大　橋　正　昭　　　　（財）ファインセラミックスセンター　前理事長
　金　川　重　信　　　　（社）日本ファインセラミックス協会　会長　
　佐　藤　樹一郎　　　　中部経済産業局　局長
　佐　波　正　一　　　　（財）ファインセラミックスセンター　前会長
　平　井　敏　雄　　　　（財）ファインセラミックスセンター　材料技術研究所長
　松　井　信　行　　　　名古屋工業大学　学長
　柳　田　博　明　　　　（財）ファインセラミックスセンター　前材料技術研究所長

７．参与（１２人）

　飯　島　澄　男　　　　名城大学　教授
　軽　部　征　夫　　　　東京工科大学　副学長
　岸　　　輝　雄　　　　独立行政法人　物質・材料研究機構　理事長
　北　澤　宏　一　　　　独立行政法人　科学技術振興機構　理事
　米　屋　勝　利　　　　横浜国立大学　特任教授
　斎　藤　　　卓　　　　（株）豊田中央研究所　取締役　
　田　中　昭　二　　　　（財）国際超電導産業技術研究センター　副理事長
　筒　井　康　賢　　　　独立行政法人　産業技術総合研究所　中部センター　所長　
　外　村　　　彰　　　　（株）日立製作所　基礎研究所　フェロー
　新　原　皓　一　　　　長岡技術科学大学　教授
　牧　島　亮　男　　　　北陸先端科学技術大学院大学　副学長
　安　田　榮　一　　　　東京工業大学　教授

　田　村　　　博　　　　　（株）村田製作所　材料開発センター　材料開発統括部　部長
　勅使河原　　力　　　　　三菱化学（株）　石化研究ｾﾝﾀ ･ーｱｸﾘﾚｰﾄ技術開発室　室長
　寺　岡　史　法　　　　　（株）東海理化　取締役副社長
　土　肥　義　彦　　　　　トヨタ紡織（株）　取締役副社長
　内　藤　明　人　　　　　リンナイ（株）　代表取締役会長
　長　江　昭　充　　　　　ヤマザキマザック（株）　専務取締役　品質・ＣＳ本部長
　長　沢　義　明　　　　　トヨタ車体（株）　新規事業部　新規事業推進室　主査
　中　関　嗣　人　　　　　ＮＴＮ（株）　総合技術研究所長
　中　山　尚　三　　　　　（株）豊田自動織機　取締役副会長
　林　　　一　郎　　　　　日立化成工業（株）　中部支店　理事支店長
　羽　山　清　寿　　　　　（株）ＴＹＫ　先端材料研究所　所長
　平　山　正　之　　　　　新東工業（株）　代表取締役社長
　福　岡　聖　一　　　　　東芝セラミックス（株）　アドバンストセラミックス技術部　部長
　藤　本　郁　夫　　　　　（株）フジクラ　理事・材料技術研究所長
　藤　本　津　佳　　　　　日本電工（株）　研究所　副主幹研究員
　藤　森　文　雄　　　　　アイシン精機（株）　代表取締役副社長
　宮　武　一　伸　　　　　共立マテリアル（株）　代表取締役会長
　山　田　　　功　　　　　愛知電機（株）　代表取締役社長
　山　田　久　雄　　　　　（株）トーエネック　相談役
　山　中　秀　介　　　　　三井化学（株）　常務理事・名古屋工場長
　山　本　靖　則　　　　　（株）島津製作所 分析計測事業部 試験機ビジネスユニット　統括マネージャー
　柚　原　　　誠　　　　　名古屋鉄道（株）　専務取締役　鉄道保守本部長
　米　森　眞　二　　　　　富士電機システムズ（株）　中部支社長
　若　林　俊　克　　　　　日本ファインセラミックス（株）　代表取締役社長

事業報告事業報告
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水素分離膜基材用陽極酸化アルミナの研究

パルス電圧印加により孔径30～3nmのストレートチャンネル構造を形成

背 景
高温水素分離膜開発において、水素選択透過膜を支える中間層には
高温での高い耐水蒸気性が必要

目 的
分離膜中間層の最適構造として考えられるストレートチャンネル構造
を有する中間層の開発
中間層の耐水蒸気特性の向上

図１．陽極酸化アルミナの断面TEM像

1V

2V

5V

10V

25V

図2.　水蒸気暴露によるガス透過速度の変化
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成 果

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

(1) γ-Al2O3より高温耐水蒸気性に優れた孔径30nmから3nmのストレー

　 トチャンネル構造を有する陽極酸化アルミナ中間層の合成に成功

(2) バリア層が水素選択性の向上に寄与することを確認

　 （H2/N2=11、823K)

参考文献： T. Nagano, N. Uno, T. Saito, Y. Iwamoto et al., Chem. Eng. Com., in review.

謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「高効率高温水素分離膜の開発」プロジェクトの一環として
　　　　　 NEDOの委託を受けて実施したものである。

今後の展開 高効率水素製造用中間層の開発原料、作製条件の最適化
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マイクロ波誘電加熱によるＳＯＦＣセルの構築

電極／電解質のマイクロ波誘電加熱の選択加熱性を利用することで
共焼結により燃料極支持セルを構築

背 景
薄膜電解質を用いる燃料極支持セル構築には電極／電解質界面の構築
と緻密電解質と多孔電極からなるセルの構築が課題

目 的
マイクロ波誘電加熱の選択加熱性を利用した共焼結により、
燃料極支持セルを構築

マイクロ波誘電加熱による共焼結

図１.得られたSOFCセルの形態と発電特性

マイクロ波加熱 1150℃

燃料極

電解質

空気極

成 果

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2

(1) 燃料極支持セル構築するために必要な共焼結プロセスに、

　　マイクロ波誘電加熱の選択加熱性を利用

�   →緻密な薄膜電解質と多孔質電極からなるセル構築

(2) 加熱・冷却過程を詳細に制御することによって、界面での割れや

　 はく離を抑制

(3) SOFCセルの共焼結過程にマイクロ波誘電加熱が有効

参考文献： 須田聖一, 土井章裕ら, 電気化学会第132回講演要旨集, 169 (2005).       

今後の展開 高出力化、低温化SOFC共焼結プロセスとして最適化

電解質
燃料極（Ni-YSZ）

空気極（(La,Sr)MnO3）
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シリカライト分離膜の微細構造解析

イオン研磨法によるTEM試料作製とLow-Dose観察法との組み合わせ
によりシリカライト膜の高分解能断面TEM観察

背 景
シリカライト（ゼオライト）膜の実用化→結晶粒界構造、基板-シリカ
ライト層の界面構造制御が重要→適切な界面構造の評価手段が必要

目 的
シリカライト膜に透過電子顕微鏡（TEM）法を用いた断面TEM観察を
実現し、界面構造を初めとするサブナノオーダーの微細構造を解明

図1.シリカライト膜の結晶粒界近傍の
HRTEM写真

図2.シリカライト膜とアルミナ基板の
境界付近のHRTEM写真

成 果

Japan Fine Ceramics Center研究成果 3研究成果 3

(1) 精密イオン研磨システムを用いた薄片試料作製とLow-Dose観察法

　 による高分解能断面TEM観察を実現

(2) 微細構造観察の結果

①シリカライト結晶は、非晶質層を介さずに直接接合している。

②Si-O-Si結合を維持するために、粒界付近で結晶格子の歪みが生じている。
　→界面付近での細孔の連続性

③基板直上のシリカライトは、基板表面付近のアルミナ粒子を包み込む
　ように成長している。→ゼオライト膜の強い密着性

今後の展開 種々のナノ空間材料の微細構造観察観察技術の高度化
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過熱水蒸気用ガラス被覆カーボン発熱体の開発

界面制御および表面多孔質化により、耐水蒸気酸化性ならびに耐熱衝撃性
に優れた発熱体を開発

背 景
過熱水蒸気の用途拡大(廃棄物処理,粉体処理,金型表面改質,水素製造等)
　→高温化(600℃以上)が必須
　→耐水蒸気酸化性および耐熱衝撃性に優れた発熱体の開発が不可欠

目 的 耐水蒸気酸化性および耐熱衝撃性に優れたカーボン発熱体の開発

図1. カーボン発熱体の構造：(a)模式図、
(b)カーボン-ガラス界面、(c)表面多孔質ガラス層

カーボン

結合層多孔質ガラス

緻密質ガラス

(a) 発熱体の構造

図2. 水中急冷法(900℃→25℃水中)による
熱衝撃試験結果

成 果

Japan Fine Ceramics Center研究成果 4研究成果 4

(1) 多層構造からなるカーボン発熱体を開発 （図1(a)）

①界面制御により、カーボン-ガラスﾗｽ界面の密着性を改善 (図1(b))

②均一なマイクロボアからなる表面多孔質ガラス層の形成に成功 (図1(c))

(2) 界面制御＋表面多孔質化により、カーボン発熱体の耐水蒸気酸化性化

　  耐熱衝撃性が大幅に向上 (図2)

参考文献： 和田匡史，北岡諭，川島直樹，安富義幸，長伸朗，内藤一幸，小山光彦, 材料, 54, 563-68(2005).

謝　　辞 ： 本研究は、中部電力(株)、(株)大同との共同研究として実施したものである。

今後の展開 本発熱体を用いた過熱水蒸気発生システムの開発

界面制御
無し

数
回
衝
撃
熱

界面制御
のみ

界面制御
＋

表面多孔質化



　1月10日より13日までの4日間，カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校(UCSB)で開催された，Joint Meeting of the 
ONR-MURI and AFOSR-MEANS Programに参加しました。同行者はJFCCの山口副主任研究員と，（株）東芝の和田氏(前
JFCC)のお二人です。
　この会議は正規の国際学会等ではなく，米国の政府機関・学会・企業が共同で遮熱コーティング(TBC)の研究・開発に
取り組むプログラムの集まりです。プログラムの開始とともに5年ほど前から始まり，毎年行われている私的な集まり
なのですが，実際にはTBC研究に関連する世界中の主な研究者がほとんど集まる学会という観があります。
　TBCは航空エンジンや発電用ガスタービンの高温部品に適用されており，これを開発・製造している米国や英国は
TBCの研究には大変積極的です。このプログラムも当初予定より2年延長され，更に他のプログラムへ発展させようと
いう動きも見られます。
　4日間にわたり，多くの研究発表やポスターセッションが行われました。その内容は，TBCの新材料開発，新製造プロ
セス開発，評価方法の開発，破壊・損傷機構，酸化挙動，劣化機構，シミュレーションによる破壊や劣化機構の検討など
多岐にわたります。また，この会議の特徴として，理論的・学術的な研究を，実際に現場で生じている問題に適用し，こ
れらを積極的に理論と結び付けて実用に役立てようという姿勢が目立ちました。会場・参加人数こそ小規模ですが，大
変熱のこもった議論が続きました。我々の取り組む，EB-PVDによるTBC成膜という技術は既にかなりの歴史がありま
すが，それでも今なお多くの解決すべき問題があり，一方では新しい材料も提案され，非常に勉強になりました。
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Joint Meeting of Thermal Barrier Systemsへの参加報告

材料技術研究所　研究第二部　複合・焼結設計グループ
副主任研究員　間篠　謙一

1．会議概要

　会場となったUCSB(University of California at Santa Barbara)は，サンタ・バーバラ市の中心街から西へ20kmほど離
れた閑静な郊外にあり，理学・工学から芸術学部まである大きな総合大学です。TBCの研究では世界的に有名なところ
ですが，他にも青色LEDの開発で知られる中村教授が勤務されているなど，世界的に知られる研究が多く行われてい
ます。広大なキャンパスは緑で覆われ，海に面した箇所には干潟もありました。あまりに広大なためか，キャンパス中
に自転車専用の道路が網の目のように張り巡らされ，自転車の学生が走り回っていました。また，フットボールやバス
ケットボールの強豪としても知られているようで，宿泊したホテルのテレビでも対抗戦の案内をしていたのには驚き
ました。

2．会場 （カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校）

写真1．　会議の行われた建物 写真2．　会議室内部の様子

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center
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　市の博物館の説明によれば，サンタ・バーバラは昔から豊かな土地だったようで，16世紀にスペイン人が訪れたとき，
既に数千人以上の先住民の集落があったそうです。その後，スペイン領，メキシコ領を経て19世紀中ごろアメリカ領
となりましたが，真に｢アメリカ化｣されたのは20世紀に入ってから，と言われています。町の名前はもちろん，住民も多
くはヒスパニック系のようで，スペイン語での会話も見受けられました。郡裁判所など中心街の建物も，スペイン・メ
キシコ時代の面影を強く残しています。気候が温暖なこともあり，まさに南国という趣です。
　19世紀末頃からイタリア系の移民が増え，彼らが漁業を得意としたことから，現在も漁業が大変盛んです。港周辺
を始め，海産レストランが非常に多く，どこも美味しい料理を出してくれます。私は魚介類が好物なのですが，これま
でに食べたことがないくらい美味いカニ料理や生牡蠣を食べました。
　その一方で，航空機メーカーとして名を知られるロッキード社(現ロッキード・マーティン社)の最初の工場がこの
近くにあったり，近くにVandenberg空軍基地があってよくロケットの打ち上げを観測できたり，ハリウッドが作られ
る前には大きな映画撮影所があったりと，各種の産業ともつながりの深い町で，UCSBの研究に活気があるのもこういっ
た背景があるのかもしれません。

3．サンタ・バーバラの町

　今回，大変有意義で勉強になるとともに，楽しい出張となりました。この様な機会を与えていただき，更に出張に当
たりお世話になりましたJFCCの皆様にこの場をお借りして心よりお礼申し上げます。

4．終わりに

写真3．　広大なUCSBキャンパス 写真4．　自転車専用路を行き交う学生

写真５．　19世紀以来使われている裁判所 写真６．サンタ・バーバラ中心街

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center



　2006年1月22日から28日まで米国フロリダ州のココアビーチにて開催されたアメリカセラミックス協会主催の
“THE 30th INTERNATIONAL CONFERENCE & EXPOSITION ON ADVANCED CERAMICS & COMPOSITES”に参加する機
会を与えて頂き、JFCCに入所して初めての海外出張に行って来ました。この国際会議は7つのシンポジウムから成っ
ており、構造セラミックスの力学特性、先進セラミックコーティング、固体酸化物形燃料電池、原子力関連材料、生体関
連セラミックス、セラミックスアーマーおよびナノ構造セラミックスの合成とプロセッシングに関する国際会議です。
JFCCからは私のほか、水野峰男主席研究員と張炳國主席研究員が参加されました。

12

ICACC 2006に参加して

材料技術研究所　研究第二部　環境・エネルギーグループ
主任研究員　川原浩一

1．はじめに

　今回の私の出張計画では、1月22日に中部国際空港から成田、デトロイト経由でオーランド空港まで行く予定でした。
デトロイトからオーランドまでは、たまたま張炳國主席研究員のフライトスケジュールと同じでしたので、事前に張
炳國主席研究員とデトロイトで会いましょうという話をしながら出張の準備をしておりました。ところが、1月21日
に関東地方で大雪が降り、予定していた成田便が欠航と知らされました。この時、中部国際空港で午前10時半。成田発
のデトロイト便は午後2時35分発で、空港職員からは新幹線で成田まで行くように指示を受けました。もちろん間に
合うわけがありません。結局、航空券を手配した旅行会社に連絡し、別の航空会社を使って出発することになりました。

　新しいフライトスケジュールは中部国際空港からサンフランシスコ、シカゴを経てオーランドへ向かうものでした。
予定到着時刻は午後10時で、予約していたホテルまではオーランド空港からタクシーで1時間弱でしたので、午後11
時くらいにはホテルにチェックインできるはずでした。順調にサンフランシスコ、シカゴへと飛びましたが、シカゴ空
港で荷物が重すぎるという理由で3時間も機体の中で待たされ、ホテルに着いたのは午前2時と真夜中でした。これま
で海外には数回行った経験がありますが、このような経験は初めてで、我ながら良くたどり着いたものだと感心いた
しました。

2．渡米まで

　会議はホテルから徒歩15分程度のDouble Treeホテルで
開催されました。1月下旬という時期でありながら、フロリ
ダ州ということもあり、日本の寒さと比べるととても快適
な地域でした。ホテルの裏には長い海岸があり、会場から
わずか30秒歩くとビーチで心地良い風を堪能することが
できます。（さすがに泳いでいる人はいませんでした。）会
議初日に無事張炳國主席研究員と会場で会うことができ、
経緯を説明して二人で笑いながら再会を祝いました。

3. 国際会議

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center

会場となったＤｏｕｂｌｅ　Ｔｒｅｅホテル
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　今回国際会議に参加するにあたり、JFCCに入所して初めての海外出張ということもJFCCの関係者の皆様には大変
お世話になりました。この場を借りて厚くお礼申し上げます。

4. おわりに

ポスター発表会場にて

会場から徒歩30秒の海岸

企業ブースの模様

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center

　会議が始まると、初日の午前中のみプレナリー講演が行
われ、その後は各シンポジウム毎にパラレルセッションと
いうスタイルで進行しました。プログラムをざっと数えま
すと、構造セラミックスの力学特性は218件、先進セラミッ
クコーティングは79件、固体酸化物形燃料電池は124件、原
子力関連材料は35件、生体関連セラミックスは44件、セラミッ
クスアーマーは42件、ナノ構造セラミックスの合成とプロ
セッシングは42件と、合計で600件弱の発表がありました。
（上述した関東地方の大雪の影響で、初日に予定されてい
た日本人の講演は何件かキャンセルになっておりました。）
私は会議中、ほとんど固体酸化物形燃料電池のセッション
におりましたが、チャンピオンデータの紹介だけでなく、
実験データの詳細な解析や新しいコンセプトに関する講
演が多数あり、とても勉強になりました。

　私の発表はポスター発表でしたが、時間が2時間半と、多数の研究者と有意義な議論をする十分な時間がありました。
特に今回は燃料極用複合微粒子の微細構造制御に関する研究内容を発表したのですが、複合微粒子の合成方法、発電
特性、再現性など、興味を持って頂けたものと思っております。また、今後どのように研究を展開していくのかといっ
た、口頭発表ではなかなかできない議論もでき、大変有意義であったと思います。
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  My name is Andriy Vasin. In November 2005 I had come to JFCC from Ukraine as JSPS postdoctoral fellow and will 

work under supervising of Dr. Ishikawa in the group of Dr. Shibata for a one year. I have got my PhD in "solid state 

physics" in 2000 at Institute of Semiconductor Physics (Kiev, Ukraine). My previous research activity is mainly related to 

material science and material engineering of amorphous and nano-crystalline thin films and coatings: radiation resistant 

amorphous carbon films as a stripper foils for ion accelerators (1994-1997, Institute for Nuclear Research, Kiev, Ukraine); 

amorphous diamond-like carbon films as a protective coatings for optical application (1997-2000, Institute of 

Semiconductor Physics, Kiev, Ukraine); nano-crystalline CrN and BN coatings for wood machining (2001-2002, l'ENSAM, 

Cluny, France); poly-crystalline AlN films for surface acoustic wave applications (2001-2002, l'ENSAM, Cluny, France); 

hydrogenated amorphous and nano-crystalline silicon-carbon alloy films for optoelectronics (2002-2005, Institute of 

Semiconductor Physics, Kiev, Ukraine) etc.  

  Last years I was discovering to myself the complicated, changeable and extremely interesting material of amorphous 

and nano-crystalline silicon-carbon alloy. Optical and mechanical properties of this compound can be tailored in broad 

range by adjusting the composition and physical conditions of deposition process. Appropriate adding of hydrogen or/and 

oxygen to this compound broadens the range of properties far way and creates a wide field for designing material 

properties. For example mechanical strength, variable mechanical stress and low deposition temperature of hydrogen-

free nc-SiC make it excellent candidate for MEMS application. From the other hand strong visible white luminescence of 

hydrogenated and/or oxygen-rich alloys can be used for fabrication of LEDs on large scale substrates.

  In JFCC I will try to build up the bridge from nano-crystalline to mono-crystalline SiC, the material of future for high 

temperature and high power electronics. This bridge will be constructing by means of carbonization of nano-structured 

porous silicon surface followed by 3C-SiC CVD growth. I hope this approach will help to open an alternative way to 

synthesis of Silicon Carbide crystals of semiconductor quality.

  Being in JFCC I am discovering to myself not only scientific but another extremely interesting world: the world of 

Japanese culture, Japanese mentality and Japanese language. I think such human experience is of importance not less 

than scientific experience. Communication revolution and globalization of economics make our Earth smaller and smaller 

and nations are appearing closer and closer. So we have to learn mentality of other nations to live in harmony.  Finally I'd 

like to express my gratitude to Dr. Ishikawa, Dr. Shibata, Mr. Asai, Ms. Matsuda and all staff al JFCC for providing me 

with opportunity to visit JFCC and for help in daily life.

Arigatou gozaimasu!

 (JSPS  Fellow)

From disordered silicon-carbon alloy layers 
to crystalline SiC

材料技術研究所　研究第一部　電子機能グループ　　
アンドリー・ヴァシン（Andriy Vasin）

派遣研究員のページ派遣研究員のページ Japan Fine Ceramics Center
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　2005年10月1日付けで古河電気工業(株)より出向し、JFCCでお世話になることになりました。JFCCでは水素分離膜
プロジェクトに従事しております。現在は膜材料の評価分析業務を主に担当しております。
　企業におりますと、とにかく期間内に物を作ること、あるいは性能を出すこと等、目先のことだけに終始してしまい
がちですが、ここでは、企業に居ては出来ない様な原理原則に立ち返った仕事をしていきたいと思っております。併せ
てJFCCに眠っている有望な技術シーズをビジネスに繋げていくための作業も出来たら良いと考えております。
　私の技術者としての短い経験からではありますが、技術という物は研究段階では、最終的にどう転ぶか分かりませ
んし、何と何が結びつくかも予想できません。現実に実用化されている技術の中でも「瓢箪から駒」の様なことが多々
見受けられます。ただしそれらは単なる偶然ではなく、目的をしっかり持って基礎の部分をしっかり押さえているか
らこそ、結果として花開くのだと思います。そのようなことから考えましても、JFCCでのこれからの経験は、私の技術
者人生に多大な影響を与えてくれるものと期待しております。
　また私的なことですが、横浜より名古屋に赴任してきたわけですが、名古屋の印象としては「ほどよい都会」という
感じで、大抵の物は揃っていて、かといってゴミゴミし過ぎず快適に過ごしております。ただし名古屋圏を越えて外へ
出ようとするとちょっと大変ですが・・・・
なにはともあれ、JFCCでの数年間を最大限有効に使っていきたいと考えております。

（古河電気工業（株）より派遣）

ご挨拶

材料研究所　研究第一部　ハイブリッドプロセスグループ
主任研究員　幡谷耕二

派遣研究員のページ派遣研究員のページ Japan Fine Ceramics Center

JFCC の動きJFCC の動き

１２月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　試験評価部　　　　　　　　　 　　

１月２３日付
　出向受入
　　材料技術研究所　研究第二部　副主任研究員　　　   

本庄　千鶴

山本　浩史　(アサカ理研工業（株））

人の動き
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ＪＦＣＣニュース第８２号　　発行日　２００６年３月３１日　　／　発行人　寺本　敏夫
　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）　ファインセラミックスセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（０５２）８７１－３５００（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp

Japan Fine Ceramics Center事業案内事業案内

１． 会期、会場
2006年4月19日（水）～21日（金）　10:00～17:00（最終日は16:00まで）
名古屋市中小企業振興会館　吹上ホール、４階会議室

２． 入場料
1,000円（税込）　但し、入場券持参者は入場無料
入場券ご希望の方は、ＪＦＣＣ事業部木村まで　TEL052-871-3500（代）

・ 東京会場
　日時　７月５日（水）  １３：００～１７：００（予定）
　場所　科学技術館地下１階「サイエンスホール」　東京都千代田区北の丸公園２－１

・ 名古屋会場
　日時　７月２５日（火）１３：００～１７：３０（予定）
　場所　名古屋市中小企業振興会館７階「メインホール」他　名古屋市千種区吹上２－６－３

４． 主催他
主催：東海科学機器協会、社団法人愛知県計量連合会、フジサンケイビジネスアイ
共催：社団法人日本計量振興協会、社団法人日本計量器工業連合会
後援：文部科学省、中部経済産業局、愛知県、名古屋市、名古屋商工会議所　他
協賛：日本セラミックス協会、日本ファインセラミックス協会、ＪＦＣＣ　他

５． 問い合わせ先
フジサンケイビジネスアイ事業部　TEL03-3273-6177  http://www.business-i.jp/event/msis

３． 内容
（１）展示会
　　最新科学機器展：理化学、分析、試験・計測・検査、情報ネットワーク・アウトソーシング・コンサルティング、
　　バイオテクノロジー各ゾーン　
　　計測計量総合展：取引・証明・生産管理・品質管理・環境管理機器、システム
　　産学官連携テーマゾーン：大学、ＴＬＯ、研究所、企業、ＪＦＣＣ　など

（２）併催事業
　　開催記念講演会、産学官連携テーマゾーン成果発表会、産学官連携セミナー、新製品・新技術説明会

最新科学機器展、計量計測総合展に出展

　第２０回最新科学機器展、第８回計量計測総合展が、名古屋市吹上ホールで下記のように、開催されます。
　ＪＦＣＣからは、産学官連携テーマゾーンへの出展ならびに成果発表会でのプレゼンの実施、開催記念講演会のナ
ノテクノロジー分野とセラミックス分野で講演を行います。
是非、ご参加いただくようご案内します。

２００６年度研究成果発表会開催のお知らせ

　２００６年度ＪＦＣＣ研究成果発表会（第１８回）を下記のように開催する計画ですので、ご予定頂くようにお願い
します。　詳細は６月初旬頃にご案内致します。


